
「　　山」
　由比と興津の間に位置する　　山の「　
　」という言葉は、「菩提　　」に由来し
ていて、仏教用語では「命のあるすべての
生きもの」という意味があります。「　　
山」の名前の由来は、文治元年（1185年）
に麓の由比海岸から地蔵尊の石像が引き上
げられ、それを山の上に祀り、信仰の対象
にしたことに由来していると言われており、
地蔵信仰の隆盛に伴い、磐城山とよばれて
いたものが「　　山」と呼ばれるように
なったと言われています。
　標高300ｍ足らずの　　山は、甲斐の
山々に連なる白峰山系の支脈が南に足を
伸ばし、そのつま先が駿河湾に崩れ落ち、
屏風を立てたような断崖の険しい山相と
なった所に位置しています。その昔、東西
に対立する武将にとっては天然の要害であ

り、数々の合戦の舞台となってきたところで
す。また、日本の東西を結ぶ東海道が通り、
古くから交通の要衝となっ
ていました。その険しい地
形から交通の難所としても
知られており、特に海岸沿
いの下道は「親知らず子知
らず」と呼ばれ、その険し
さが表現されています。
　　　峠は富士山を望むそ
の眺望から、「東海道随一
の景勝地」として知られ、
江戸時代には歌川広重が
「東海道五十三次」でその眺望を浮世絵に
描いています。

由比地区の土砂災害
　　　山周辺は、古くから知られた地すべ
り多発地帯であり、麓の由比町では何度も
大きな地すべり災害を受けてきました。記
録に残るだけでも26回発生しており、昭和

36年の「寺尾地すべり」では120万m3の
土砂が流れだし、また、昭和49年の「七

夕豪雨による地すべり」で
は、日本の大動脈である
国道１号、東海道本線が長
期にわたりストップするな
ど、大きな災害となりまし
た。東海地震の想定震度
は、由比地区では震度6
強～震度7とされており、
地震による地すべりの発生
も心配されています。

由比地すべり対策事業
　富士砂防事務所は、由比地区において、
豪雨や東海地震による地すべりから、地域
と重要交通網を守るため、地すべり発生機
構とその対策について調査し、地すべり対
策事業を行っています。1月14日には起工
式を行いました。今後、地すべり対策工事
を本格的に進めていきます。
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基礎
知識 由 比 の 地 す べ り由 比 の 地 す べ り由 比 の 地 す べり

　前回第54号に“由比の地すべり”と題して、
これまでの由比の災害の記録や災害の防止対
策、由比の山地斜面をつくっている地層の構造
などを書きましたが、“由比では山崩れ、土石
流、地すべりなどのすべてが起こるのでしょう
か、それとも地すべりが起こりやすいのでしょ
うか、上記3つのちがいはどこにあるのでしょ
うか”という質問が寄せられましたので、今回
はそれにお答えする形で、由比の地すべりをも
う一度眺めて見ることにします（写真1）。

■山崩れ、土石流と、地すべり
　ところで、“山崩れ”とは山地の斜面をつくっ
ている風化した地層や基盤をつくる岩石の一部
が急に崩壊落下する現象で、暴雨、地震、地下
水などが誘因となって、急斜面に起こる突発的
な崩壊現象を言います。
　つぎに、“土石流”とは表土、表面近くの砂礫
などが一体となって流下する現象を指し、岩塊
や流木を多く含み、大きな岩塊が先端部に集中
して直進することが多く、浸食力はきわめて強
く、土石流の流動に伴い、川岸や川底の土砂を
深く削り、それらを巻き込んで流下します。古
くは“山津波”ともいわれました。土石流の横か
ら見た形は中央部が凸型、縦から見た形は先端
部が盛り上がった凸型になっています（図1）。
土石流の発生原因としては豪雨、融雪、地震、火
山爆発による山腹の崩壊が考えられています。

　これらに対して、“地すべり”とは山地斜面を
つくる地層や基盤をつくる岩石の一部が、地下
の滑り面を境として滑り動く現象を指します。
このように地下に滑り面がある点が特徴と言え
ます（図2）。そして、特定の地質条件のところ
に集中して発生する傾向が強く、例えば、日本
海側の新第三紀層泥岩地帯、フォッサマグナの
ような岩石や地層の破砕帯、温泉地帯などは、
降水量が多いところでは地すべりを起こしやす

いとされています。
　このように、山崩れ、土石流、地すべりは、
互いに似ているところもあって、違う現象です
が、由比ではどれが最も起こりやすかったので
しょうか。もっとも、安政東海地震（1854）
や七夕豪雨が原因で起こった時は、山崩れ、土
石流、地すべりの3つ共起こった可能性は高い
と思います。
■薩　山から西倉沢にかけての状況
　それでは、現在、由比の地すべり対策がすす
められている、薩　山から西
倉沢にかけての状況を詳しく
見てみましょう。
　この地域の地層は前回述べ
ましたように、浅い海底に堆
積した礫岩・砂岩からできて
いる新第三紀鮮新世の浜石岳
礫岩層（約200万年前）が緩
やかな向斜構造をつくってい
ます。そのため、海岸側の斜
面に対しては、“流れ盤”で
はなく“受け盤”構造となっ
ています。このことは、斜面
がより滑りにくくなるため、
由比の地すべり対策にとっては大変好都合で
あったと思います。一方、この地域で地下水が
比較的多いのは、水を通しにくい小河内泥岩層
が地下水を通しやすい浜石岳礫岩層の下にくる
し、泥岩層のうち何層かは礫岩層の下部にはさ
まれているためと考えられます。
　そして、海岸から薩　山（標高244m）ま
で、ほぼ東西に地形の断面図を描いて見ると、
急崖と、より平坦な面が組みになっていること
がわかります。（図３）

　すなわち、この付近の海岸はしばらく遠浅で
すが、やがて急深になります。このような海岸
の緩斜面に続く41度の山地急斜面、次に24度
の緩斜面に続く38度の急斜面、続いて15度の
緩斜面と薩　山への45度の急斜面、というよう
に、海岸から山地に向かって3段の階段状地形
が見られます。しかも、このような階段状地形
の組み合わせは、高さはいく分異なりますが、
西倉沢あたりまで、南から北へ、山中ブロック、
蜂ケ沢ブロック、大久保ブロックと3つの区域
に分けられるようです。（図4）

　海岸からすぐの急斜面は今から約6000年前
の縄文時代前期に現在よりも海面が数ｍ高かっ
たときにつくられた海蝕崖の名残りと思われま
す。
　これに対して、それより上の2段の組み合わ
せは過去の地すべりによる“滑落崖”と地すべり
“移動土塊”の跡と考えられます。それらのうち、
大久保ブロックの山地から海岸へかけての断面
を地形断面図と主にボーリング資料によって表
層近くの地質状況が画かれたのが図5です。

　図5を見るとわかるように、やや平坦な面の表
層部には地層や岩盤というよりも、崩れて堆積し
た土砂状の“崩積土”がのっているのがわかりま
す。また、それより下も褐色化した粘土状－岩片
状になった部分が続いています。また、急斜面の
下もしっかりした地層ではなく、やや粘土化した
り亀裂の多い部分が続くようです。このうちどの
部分を滑り面とするかについては難しい点もあり
ますが、土砂状部分の下底や、褐色化した粘土状
－岩片状部分の下底から粘土化や亀裂が少なくな
る部分との境に３回の想定滑り面（赤い線）が画
かれています。また、地すべり面がどこまで深く
あるかについては更に調査検討が必要ですが、由
比の急斜面と平坦面の組み合わせは、過去の地す
べりによる滑落崖と移動土塊の跡と考えてよいこ
とがわかったのは大きな進歩だと思います。
　なお、ここでは、旧海蝕崖にも地すべり面が想
定されていますが、このような急斜面では過去に
山崩れも起こった可能性は高いと思われます。
■今後の課題
　上述したボーリング調査のほかに、由比の地
すべりに対してどんな調査をしているかを挙げ
ると、弾性波探査、地下水調査、孔内傾斜計、
地盤傾斜計、継目計による観測などがありま
す。地下水位は降雨があるとすぐ上昇します
が、地すべり面との関係は今後の課題の１つで
す。いずれにしても地すべり防止のためには地
下水を有効に抜くことが必要です。また、地す
べりはどのようにして発生するのか、その発生
状況を捉えるため、上述の常時監視体制を着実
に続ける予定ですが、現在のところ、地すべり
発生の予兆はまだ見出されていません。
　もう１つは東海地震対策ですが、由比の地す
べりは地震時にはどのように挙動するのか、こ
の地域の断層による地盤への影響を確かめ、地
震時の安定度や対策工の効果を効率的な計算か
ら求めるなど、必要な防災対策を今後も進めて
ゆく予定です。
　　静岡大学名誉教授　

　　由比地すべり対策検討委員会委員長　土　隆一

写真1　薩　峠付近から眺めた富士山と駿河湾

図１　土石流堆積物の横断面図
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図5　大久保ブロックの地形断面図とボーリングの結果、および想定される“地すべり面”
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図3　薩　山から海岸までの東西の地形断面図

粘土化区間

褐色に粘土化

原岩色だが粘土化

粘土化区間

柱状図の風化区分（左側）

（黄色）砂岩・泥岩を含む
　土砂状のコア．

（褐色）強中風化が進行．褐色化．
  粘土状－岩片状のコアが主．  

（黄緑色）風化が進行．
  粘土化は少ないが、キレツは多い．

（緑色）やや風化した弱風化岩．
  色は原岩に近く、
  キレツの開口程度は小さい．

柱状図の地質区分（右側）

崩積土

砂岩が主

礫岩が主

泥岩と砂岩

しゃめん ち　そう　　 こうぞう

なが

しゃめん

ふう　か き　ばん

ほうかい

ほうかいげんしょう

ゆういん とっぱつてき

さ　れき

がんかい

りゅうぼく

しんしょくりょく

ともな

けず

やま つ なみ

たいせきぶつ　　おうだんめんず

すべ　　　めん　　 さかい げんしょう

とくちょう

けいこう

し ん だ いさん　き 　そ う で い が ん 　ち 　た い

は　さい たい　　　おん せん　ち　たい

も しき ず ちょうかん ず

あんせいとうかい じ しん

にし

くらさわ

れきがん　　　さ　がん

たい

せき

しんだいさん　き　せんしんせい

ゆる

こうしゃこうぞう

こう つ ごう

ひ　かくてき こ　かわうちでいがんそう

きゅうがけ へいたん

と う あ さ

か ん し ゃ め ん

は ち が さ わ

じょうもん じ だい

かいしょくがい

い　どう ど かい

ほうせき ど

かっしょく

き れつ

あと

だんせい は たん さ こうないけいしゃけい

つぎ め けい

とら か ん し た い せ い

よ　ちょう

きょどう

こ う り つ て き

やまくず ど　せき

りゅう

せんたん ぶ

かつらくがい



　国土交通省中部地方整備局は、平成

18年1月14日（土）、由比町　　峠駐車

場において、由比地すべり対策事業起工

式を挙行しました。合わせて由比町は、

直轄事業着手を記念して「幸田文・文学

碑」の除幕式を行いました。

　当日は大雨であいにくの天気でしたが、

静岡県知事、国会議員、地元関係者など

総勢100名の方々が出席しました。

　大村哲夫中部地方整備局長の式辞に

始まり、清治真人国土交通省技監の挨

拶、冨田陽子富士砂防事務所長の事業概

要説明に続き、由比地すべり斜面状況を

監視するための監視カメラの点灯式を行

いました。式典会場内のモニターに現地

画像を映し出しました。

　続いて、石川嘉延静岡県知事、望月義

夫衆議院議員、斉藤斗志二衆議院議員、

榛葉賀津也参議院議員、望月俊明由比

町長より祝辞をいただきました。また来

賓紹介、祝電披露に続き工事の安全を祈

願する鍬入れを知事をはじめ17名が行い

ました。

除幕式の概要
　｢幸田文・文学碑｣の除幕式は、主催者で

ある望月由比町長の挨拶で始まりまし

た。続いて、文学碑の石を提供してくだ

さった由比町の石切山氏の紹介と、建立

の経緯が説明されました。

　また、幸田文先生の孫に当たられ、作

家として活躍されている青木奈緒先生及

び木村基金母体の砂防フロンティア整備

推進機構森俊勇理事長よりそれぞれ挨拶

をいただき、最後に文学碑の除幕が27

名により盛大に執り行われました。

｢幸田文・文学碑｣の概要
　幸田文先生は、明治の文豪幸田露伴の

娘として明治37年東京に生まれ、昭和

51年静岡市の大谷崩れとともに　　峠

を訪れ、その手記を「主婦の友」で発表

した「崩れ」に記してあります。

　石切山氏より寄贈された碑の石材は、

柱状節理の玄武岩で通称｢松野俵石｣と言

われるもので、この地域の大変貴重なもの

です。碑の台座には富士山大沢崩れから流

出してきた石を使っています。国の直轄事業

として由比地すべり対策事業の着手を記念

し、由比町が（財）砂防フロンティア整備推

進機構の木村基金の助成を受けて　　峠

駐車場の一角に建立したものです。

　静岡県といわれて、まず思い浮かべる
のは海、山、そして温暖な気候だろうか。
由比町はそのどれも豊かにめぐまれて、
私の想う静岡である。山の斜面には枇杷
や夏みかんが植えられて、ここの土地と
水、陽ざしを得た実りは、お日さま色に
甘酸っぱい。やさしくブルーにけむる空
と、大きくひらける太平洋、そのふたつ
を区切る水平線はぼんやりかすんで定か
ではなく、吹き寄せる風に地球の丸さを
感じる。
　由比には不思議と縁があって、これま
でに何度かお伺いする折があった。勿論、
そのきっかけは祖母・幸田文が書き残し
た「崩れ」に由比の記述があったことに
よる。地すべりという、日常の穏やかな
暮らしからは思いもよらぬ災害の歴史が
この地を苦しめてきた。山が海へ迫って
いる地形ゆえ、人が住むに適した平地は
わずかしかない。家々の背後につづく斜
面、一見なんでもない山を目の前に、祖
母は過去に起こったいたましい災害に思
いを寄せ、「土よいつまでも平安であれ」
と念じた。
　今年１月14日、地すべり対策事業

の起工式にあわせ、「崩れ」の一節を引
いた文学碑の除幕式が行われた。かつて
祖母が訪れた「崩れ」の取材地にひとつ
ひとつ建てて頂いている碑の中で、由比
は七番目にあたる。
　その日は、週間天気予報が出されたと
きからずっと傘のマークがついたきり、
予報は一向に好転する兆しがなかった。
天からも、気象庁からも、ひたすらの雨
を言い渡されて、会場となった薩　峠に
は白いテントが用意された。聞けば、当
日の朝六時から雨に濡れての設営だった
という。
　激しい雨音を耳にしながらふと思い出
すのは、かつてわざわざ大雨の日に静岡
県を流れる安倍川を訪れた祖母のことで
ある。穏やかな晴天ばかりがお天気では
ない。雨の日に川はどう変わるか、その
様子を確かめたくて、祖母はわざわざ案
内を乞い、東京から新幹線に乗った。あ
まりの天候に、まさか本当にやって来る
とは思わなかったと案内の人を驚かせた
と聞いている。
　式典の間中、雨雲と共に祖母もまた暫
時天から降りてきて、除幕を見守ってい

るかのような意志のある降り方だった。お
披露目となった由比の碑は、富士川の俵
石と呼ばれる柱状節理を縦に据え、祖母
が見ればさぞ喜ぶに違いない、すっきり
整った姿をしている。もとより碑の建立な
ど、身内にはとても力及ばぬことである。
　皆様のおかげと心より御礼申し上げ、
今後、薩　峠を訪れる人に碑が親しまれ、
地すべり防止の事業がつつがなく進むよ
うお祈りいたしております。

「由比地すべり対策事業」起工式
「幸田文・文学碑」除幕式の報告

プロフィール
作家　青木　奈緒
東京都小石川に生まれる。
学習院大学文学部ドイツ文学科卒業、同大学院修士
課程修了。
オーストリア政府奨学金を得てウィーンに留学。
その後1989年より翻訳、通訳などの仕事をしなが
らドイツに滞在。1998年秋、帰国してエッセイ
「ハリネズミの道」、小説「くるみ街道」、エッセイ
集「うさぎの聞き耳」を刊行。
「砂防と治水」（（社）全国治水砂防協会）に2001年
4月～2002年10月まで連載されたエッセイ「動
くとき、動くもの」では、祖母の作家幸田文が「崩れ」
の中で巡った日本全国の崩壊地を再び訪れている。

碑には「崩れ」の中の「由比
の家ある風景をみると、その
安らぎがあってほっとしたの
だが、佇んで眺めていれば、
ひとりでに家のうしろの傾
斜面をみてしまう。草木のあ
るなんでもない山なのだ。だ
が、そこを見ていると、なに
かは知らず、土よいつまでも
平安であれ、と念じていた」
という一節が刻まれている。幸田文の文学碑（右）と青木先生
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●「ふじあざみ」に関するご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。
富士山に関する古い写真・資料等をお持ちの方、また災害体験をされた方の情報の提供をお願いいたします。

TEL.0544-27-5221

「ふじあざみ」に掲載している内容・データ等は、現時点までに得ている調査結果を基にしています。
　今後の調査等の進展により、内容の一部または全部に変更が生じる場合もあります。

■富士宮砂防出張所
〒418-0103　静岡県富士宮市上井出1321－9
TEL.0544-54-0236

インターネット  http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/

●お問い合せ・ご連絡先

■国土交通省 富士砂防事務所
〒418-0004　静岡県富士宮市三園平1100

担当／総務課長・釜崎、または調査課長・伊藤まで

私が担当しています

ホームページにて「ふじあざみ」のバックナンバーがご覧になれます。

　２月４日（土）、富士宮市、富士宮市教育委員会、富士砂防事務所が

主催する「第10回富士山への手紙・絵コンク－ル」表彰式を、富士宮市

民文化会館大ホ－ルで開催しました。�

　表彰式では小室直義富士宮市長の挨拶に続いて、手紙部門と絵部門の

受賞者に作家の村松友　審査委員長より表彰状が贈られました。
　2月13日（月）、富士山周辺の静岡県側９市町と山梨県側８市町村に

よる「環富士山火山防災連絡会」の第２回協議会が富士宮市民文化会館

で開催されました。�

　2006年度に「環富士山地域における災害時相互応援に関する協定」を

正式に調印することや、国土交通省が2007年度に計画している富士山宝

永噴火300年を踏まえた火山防災会議に参加することなどを決めました。

　２月９日（木）、山梨県は、県内の砂防及び治山担当者により、来年度

事業に向けて、「平成18年度　山梨県砂防治山連絡調整会議」を、甲府市

の恩賜林記念館にて開催しました。

　富士砂防事務所は、平成18年度に予定している大沢川源頭域調査工事

および火山防災のための監視カメラ設置について報告しました。

　富士砂防事務所は、「道の駅　富士川

楽座　４階フジヤマビューギャラリー」

において、富士山に関する展示を行って

います。富士山火山防災マップ、立体模

型の展示や、Ｑ＆Ａコーナーなどを設け

ており、富士山について楽しく学べるよ

うになっています。「富士山」について、

より詳しく知りたい方は是非一度足をお

運び下さい。館内からの富士山の眺望も抜群です。�

■開館時間　8：00～21：00　年中無休

　2月28日（火）、富士砂防事務所では、学識経験者による由比地すべ

り技術検討部会を由比町町民センターで開催しました。会議では地すべ

りの機構解析についての検討などを行いました。

富士山総合学習及び現地見学会等結果報告

フジヤマビューギャラリーの展示物

フジヤマビューギャラリーから見える風景

「第10回　富士山への手紙・絵コンクール」表彰式

実　施　日　　　 見　学　者　等 参加
人数 行　事　内　容

１月26日(木)　彫刻家　流政之先生　　7　 概要説明と扇状地見学

１月27日(金)　富士市立天間小学校　　63　 扇状地見学

１月28日(土)　富士山ネットワーク会員　150　概要説明（出前講演）

３月２日(木)　JICA （9カ国）　　　　　9　　扇状地見学　　　　　　

由比地すべり技術検討部会

　3月16日（木）、富士砂防事務所は、

学識経験者と行政担当者等の出席の

もと、第４回由比地すべり対策検討

委員会を由比町町民センターで開催

しました。会議では技術検討部会の

結果を踏まえ、地すべり解析機構の

見直しや、地震解析検討の基本方針

などを討議検討しました。

第４回由比地すべり対策検討委員会

平成17年　富士砂防事務所工事安全協議会
第11回　合同安全協議会

環富士山火山防災連絡会　第２回協議会開催

　3月14日（火）、富士砂防事務

所は、学識経験者と行政担当者の

出席のもと、「第３回富士山火山

砂防計画検討委員会」を富士宮市

で開催しました。富士山が噴火し

た時に想定される火山災害を軽減

するための砂防計画について討議

しました。

第３回富士山火山砂防計画検討委員会

山梨県砂防治山連絡会

道の駅富士川楽座において、富士山に関する展示開催中

安全パトロール実施状況

「富士砂防事務所インフォメーション」　～　ＦＭラジオにて情報発信中　～

コミュニティ
ＦＭ「Radio

-f」（84.4M
Hz）

　　毎週水曜
日　17：40

頃から５分間
�

～富士山の基礎知識、富士砂防事務所が開催するイベント情報、防災情報等～�
　「富士山について、こんな話を聞きたい」といったリクエストやお便りを募集しています。

　 宛先など詳しい情報はラジオｆホームページ(www.radio-f.jp)より、

　「富士砂防事務所インフォメーション」係までお願いします。�

　2月16日（木）、富士砂防事務所職員および各工事請負業者は、工事安

全協議会および安全パトロールを実施し

ました。午前中の安全協議会では富士労

働基準監督署から「工事現場における労働

災害について」の講義を受けました。午後

の合同安全協議会では、工事現場担当者

による安全管理についての発表や大沢扇

状地第６上流床固工の安全パトロールを

実施しました。

地すべり対策課
　　　　　丹羽　俊一
　由比地すべり対策事
業を担当しています。
由比地すべり対策事業
は始まったばかりのた
め、この地域において、

今後、多くの調査や工事などを実施させ
ていただくことになります。地域の皆さ
まには、調査や工事の際に何かと御迷惑
をおかけするかと思いますがどうぞよろ
しくお願いいたします。
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